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発行 日 平成 23 年 8 月 10 日 
「 い わ て 未来 づく り 機 構 」 は 、 県 内 各界 、 各 層 の 組織 の 横断 的 か つ 意 欲 あ る 「 参 画 」「 連 携 」 を 実現 し 、 さ ら に 、 各 組織 の 知恵 


を 結 信 し 、 ス ピー ド 感 を 持っ て 「 実 践 」 す る こと に より 、 地 域 の 総合 的 な 発展 を 目指 す 新 し い ネ ットワーク で す 。 





会 員 の 擬 様 に は 、 人 益々 御 清 共 の こと と お 喜び 申し 上 げ ま す 。「 い わ て 未来 づく り 機 構 」. は 、 比 様 の 御 去 援 ・ 
御 協 力 を 賜り 、 設 立 よ り 4 年 目 を 迎え る こと が で きま し た 。 
本 号 で は 、 去 る 7 月 19 日 に 開催 され た 平成 23 年 度 第 1 回 ラウ ンド テー ブル 及び 総会 を 中 心 に 報告 いた し 


ます 。 


H23 第 1 回 ラウ ンド テー ブル 


平成 23 年 7 月 19 日 ( 火 ) の 15 時 30 分 か ら 、 ホ テル 
メト ロ ポ リタ ン 盛 岡 ニ ュー ウイ ング に お いて 、 平 成 23 
年 度 第 1 回 ラウ ンド テー ブル が 開催 され まし た 。 

先 に 御 本 人 か ら 申 し 出 の あっ た 永野 勝美 氏 ( 前 
( 社 ) 岩 手 経済 同友 会 代表 幹事 ) の 退任 が 承認 され ま 
| 


続い て 、 新 メン バー と し て 、 岩 手 銀行 頭取 で 、( 社 ) 
岩手 経済 同友 会 代表 幹事 の 高橋 真 裕 氏 が 承認 され 
まし 大 。 

その 後 、 永 野 氏 の 後任 の 共同 代表 と し て 、 谷村 邦 
久 氏 (岩手 県 商工 会 議 所 連合 会 副 会 長 ) と 高橋 真 裕 
氏 が 共同 代表 に 選任 され まし た 。 

さら に 、 3 年 間 の 検討 を 終了 し た 第 1 作業 部 会 (1 次 
の 高 機能 化 ) の 廃止 と 、 新た に 大 震 災 か ら の 復 
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に 向け て 「 公 募 型 復興 企画 推進 作業 部 会 (仮称 )」 
の 設置 が 承認 され まし た 。 


H23 総会 


総会 の 第 1 部 で は 、 共同 代表 で ある 藤井 克己 岩手 
大 学 学長 か ら の あい さ つ に 続い て 、 総 会 に 先立っ て 
開催 され た ラウ ンド テー ブル に お いて ( 社 ) 岩手 経済 
同友 会 代表 幹事 の 高橋 真 裕 氏 の メン バー へ の 就任 
が 承認 され た こと が 報告 され 、 同氏 が 就任 の あい さ 
つ を し まし た 。 

次 に 、 平 成 22 年 度 実績 報告 ( 案 ) 及 び 平 成 23 年 度 
事業 計画 ( 案 ) を 岩手 大 学 小野 寺 純 治 教授 か ら 説明 し 
まだ 


さら に 、 第 1 か ら 第 3 まで の 作業 部 会 の 座長 等 か ら 
3 年 間 の 検討 結果 を 取り まとめ た 報告 書 の 概要 を 説 
明 し 、 御 出席 の 皆様 か ら 承 認 い た だ きま し た 。 


最後 に 、 東 日 本 大 震 災 か ら の 復興 に 向け て | が ん 
ば ろう 岩手 つなが ろう 岩手 』 共 急 ア ピー ル が 採択 さ 
れ ま し た 。 

第 2 部 と し て 、 岩手 県 理事 兼 復 興 局 副 局 長 、 廣田 
淳 氏 より 、「 岩手 県 東日本 大 震 災 津 濾 復興 計画 復 
興 基 本 計画 案 」 に つい て 講演 し て いた だ きま し た 。 

な お 、 総 会 の 概要 は 、 機 構 の ホー ムペ ー ジ で 御 
夏 い た だ け ま す 。 


























『 が ん ば ろう 岩手 つなが ろう 岩手 』 緊急 アピ ビール | | 画 岩手 大 学 フ ェ ア 2011 








『 が ん ば ろう 岩手 ! 岩手 大 学 フェ ア 2011』 が 7 月 6 日 ( 水 ) 
NG OT か ら 7 月 10 日 (日 ) ま で 、 東 京 銀座 の 「 い わ て 銀河 プラ ザ 」 に 
ニチ ュー ド 90 と いう 東北 地方 太平 洋 沖 地震 と 津波 お いて 開催 きれ まし た - 
RN 半 92 この フェ ア は 、「 岩 手 大 学 」 と 「 い わ て 未来 づく り 機構 」 の 共 
RA RS 催 に より 、 岩手 大 学 が 、 県 内 企業 に 協力 し て 製品 化 され た 商 
私 た ち 岩 手 県 氏 は 、 明治 、 昭和 の 三陸 大 津波 を は じ 品 を 展示 販売 する も の で す 。 今年 度 は 、 特 に 東日本 大 震 災 
め 、 繰 り 返 し 大 き な 長 害 に 上 暮 われ て きま し た が 、 先 津波 の 被災 地 の 企業 の 商品 も 加え 、 多 く の 来 場 者 で に ぎわ 
人 は 、 結 (ゆい ) の 精神 に より 、 助 け 合 い 、 励ま し 合 いま し た 。 
いな が ら 克 服 し て きま し た 。 私 た ち も 、 何と し て も こ | 
の 蘭 難 を 乗り 越え 、 こ の 岩手 を 次 の 世代 に 引き 継い で 
いか な けれ ば な り ま せん 。 
この 余り に 大 き な 自 然 炎 害 を 前 に する 時 、 こ の 度 、 
世界 遺産 に 登録 され た 平 角 が 、12 世紀 、 多 て の 命 が 
磐 牲 と な っ た 戦乱 に よる 荒廃 か ら 立 ち 上 が り 、 平 和 な 
理想 郷 を 目指 し た 際 の 、 人 と 人 と の 共生 、 人 と 自然 と 
の 共生 の 理念 を 胸 に 、 復 興 に 臨ん で いく べき も の と の 
思い を 新た に し ます 。 
姓 手 県 が 県 内 各層 の 方 々 と 共に 取り まとめ た 復 畑 
基本 計画 内 で は 、「 姿 全 の 確 係 」「 状 らし の 再建 」「 な 
り わ い の 再 生 」 の 原則 の 下 に 、「 い の ち を 守り 海 と 









































< 出 品 企業 > 
( 有 ) 一 関 ミ ー ト 、 偶 須藤 食品 、( 有 ) い わ て 西澤 商店 、 岩 手 大 
学 農場 、( 有 ) 藤 原 ア イス クリ ー ム 工場 、 起 中 原 商店 、 農 業 生 


共 き > さ = 生 1 告 ゝ 
人 NR E 作 交 科 月 産 法人 揚 更 木 ふ る さと 興 社 、 山 イ ー ス ト 、 購 刈 屋 、 山丸 其 商 
指し て 取り 組む こと と し て いま す 。 店 


オー ル 岩 手 の 官 氏 協 働 の ネッ トワ ー ク で ある 「 い わ 被災 地 の 出 品 企業 > 
2 ) 4 村 村 R の 部 麗 骨 折 電 半 の 生計 旨 佐 幸 本 店 、 久慈 眉 形 欄 、 お みな や 、 きのこ の SATO 販 売 
向け て 、 地域 を 拓 う 和信 材 の 育成 や 、 三 陸 の 海 の 資 源 を 息 、( 有 木村 商店 
活用 し た 新 産 業 創 出 な ど 、 地 域 と 一 体 と な っ て 復 典 に 
取り 組ん で いく こと を 会 員 の 終 意 と し て アピ ー ル す 
る も の で す 。 
平成 2 3 年 7 月 1 9 日 
いわ て 未来 づく り 機 構 画 ラウ ンド テー ブル 
共同 代表 藤井 選 ( 岩 手 大 学 学長 ) 今年 度 の 開催 予定 は 、 下 記 の と お り で す 。 
共同 代表 谷村 邦久 ( 洗 手 旧 商 工 会 二 所 連合 会 副 会 長 ) Q) 第 2 回 1 月頃 (会場: 岩手 大 学 ) 
共同 代表 、 高 枯 真 鶴 ( 社 ) 岩 手 経済 同友 会 代表 幹事 ) ② 第 3 回 2 月 頃 (会場: 岩手 銀行 ) 
共同 代表 、 達 増 拓 選 (岩手 県 知事 ) 


























































































































いわ て 未来 づく り 機 構 事務 局 か ら の お 知ら せ 
会 員 各 機 関 の 代表 者 、 担 当 者 、 メ ー ル アド レス 等 に 変更 が あっ た ら 、 事 務 局 の 和 山 まで お 知ら せく だ さい 。 
な お 、 平 成 23 年 4 月 1 日 より 、 事 務 局 は 、 盛 岡 駅 西口 の アイ ー ナ か ら 県 庁 ・ 政 策 地 域 部 に 移転 し まし た 。 
電 話 : 019-629-5217 (FAX019-629-5254) E-mail : t- wayama@prefiwatejp 。 〒020-8570 盛岡 市 内 丸 10-1 
ホー ムペ ー ジ http:7watemiraicom/ 会 員 用 ホー ムペ ー ジ http:/watemirai.com/xoops/ 















































